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■目的 
第２回では、私たちがより幸せに暮らすことのできる地域のイメージとして、地域の

「ありたい姿」（みんなでめざしたい地域のイメージ）を考えました。 

今回はそれを実現するために、具体的にどのようなことをしていけばいいのかを考え

ます。最後に、地域の将来像を一言で表す「キャッチフレーズ」を考えます。 
 
第２回(前回) 

 
 
 
 
 
 
 

 
第３回（今回） 
 
 
 
 
 
 
■進め方（全１時間４５分） 

①  具体的に、どんなことをしていけそうかを考える（５０分） 
地域の「ありたい姿」（みんなでめざしたい地域のイメージ）を実現するために、

どんなことをしていきたいかを話し合いましょう。 
次に、誰がやるのかを考えて、シールで色分けしましょう。 

② キャッチフレーズをつくる（４０分） 
「ありたい姿」（みんなでめざしたい地域のイメージ）の中から、特に重要視した

いものを決めて、それをもとにしたキャッチフレーズをつくりましょう。 

③ 発表（１５分） 
 グループごとに考えたキャッチフレーズなどを、発表し合いましょう。 

第３回 地域別懇談会 

地域の課題 
活動の課題 

課題の 
解決策 

自慢できる 
資源 

次の世代に引き

継いでいきたい 
モノ・コト 

 

 

「キャッチフレーズ」 
 

ひとことで言
えば、地域は
こんなまち！ 

具体的に 
どんなことを
していくか 

 「地域のありたい姿」 
みんなでめざしたい 
地域のイメージ 
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１ 前回決めた「ありたい姿」（みんなでめざしたい地域の
イメージ）は、どんなことをしていけば実現できるかを考

えましょう。 
 
・ありたい姿を実現するために、資源を使ったり、課題を解決したりしながら、具体

的にどんなことをしていけばいいでしょうか。 
・次に、先ほど出した「やっていくこと」ことが書かれた緑色の紙に、「役割シール」

を貼ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

【例】 
これからもホタルが住めるように、 

みんなで一斉に清掃活動をする 

≪考え方のポイント≫ 「誰がやるのか、できるのか」も考える 

次の３つのうち、どう取り組んでいけるのかを考えましょう。 
・一人で（明日からでも）やりたいこと 
・地域で（作戦を立てて）やりたいこと 
・市や他の団体と連携してやりたいこと 

 

５０分 

そのほかの意見 世代を超えた
交流 

豊かな自然 

子育てしやすい 地域のつながり 

ありたい姿シート 

テーマ（        ） テーマ（        ） 

テーマ（        ） テーマ（        ） 

①緑の紙に書いて、関係する黄色

の近くに貼ります。 
②役割シールを貼ります 

→世代を超えて元気
に走り回るまち 

→○○川にホタルが
飛び交い、ゆったり

できるまち 

→地域のお祭りでみ
んなが仲良し、伝統
を大切にするまち 

→子どもが安全に遊
べる、地域で見守る

まち 
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≪役割シールとは≫  

「誰がやるのか、できるのか」を一目で分かるようにするシール 

：一人で（明日からでも）やりたいこと 

：地域で（作戦を立てて）やりたいこと 

：市や他の団体と連携してやりたいこと 

緑 

青 

赤 

そのほかの意見 世代を超えた
交流 

豊かな自然 

子育てしやすい 地域のつながり 

→世代を超えて元気
に走り回るまち 

→地域のお祭りでみ
んなが仲良し、伝統
を大切にするまち 

→子どもが安全に遊
べる、地域で見守る

まち 

ありたい姿シート 

テーマ（        ） テーマ（        ） 

テーマ（        ） テーマ（        ） 

→○○川にホタルが
飛び交い、ゆったり

できるまち 
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２ キャッチフレーズを考えます。 
 
・キャッチフレーズを考えましょう。 
・覚えやすい程度の長さが理想的です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

４０分 

≪参考≫キャッチフレーズの例（他市の事例） 

  
■「人持ち」でつながる「人力タウン」茨木 

「人と人」「人と地域活動」「人とまち」など、人やまちに関する「つ
ながり」をつくることを大切に考える、という思いが込められています 

■山海を 人と緑でつなぐ 生活エンジョイシティ 

都市の将来像として、海や山を大切にしながら、楽しく生活できるまち
にしたい、という願いが表されています 

■宮水の“えん”でつなぎ育む 美しいまち 西宮 

伝統的な酒造が盛んな様子を、「宮水」という言葉が象徴しています 

“えん”は、自然の“園”、共生の“円”、活力の“宴”、つながりの
“縁”、支え合いの“援”の意味が込められています 

 ・住んでいる人が 
地域のことをもっと好きに 
なるような 
 

 聞く人が 
「こんなまちに住みたい」 
と思うような 
 

・地域の特徴が出る言
葉を考えましょう。 

 

≪考え方≫  

１ 「地域のありたい姿」を実現するために、取り組んでいく活動の方針 
（合言葉） 

２ ４つの「地域のありたい姿」を組み合わせて、代表するフレーズ 

３ ４つの「地域のありたい姿」の共通点を表す言葉 
 



 5

 
・ありたい姿から、重要なコトや、印象的な言い回しなどを選んで、キャッチフレー

ズにしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 話し合ったことを発表します。 
 
これまで班で話し合ってきたことを、ほかの班の人とお互いに発表し合い、みなさん

で共有します。 
 

１５分 

世代を超えてつながる、 
伝統を重んじる 
○○地域 

そのほかの意見 世代を超えた
交流 

豊かな自然 

子育てしやすい 地域のつながり 

→世代を超えて元気
に走り回るまち 

→○○川にホタルが
飛び交い、ゆったり

できるまち 

→地域のお祭りでみ
んなが仲良し、伝統
を大切にするまち 

→子どもが安全に遊
べる、地域で見守る

まち 

ありたい姿シート 

テーマ（        ） テーマ（        ） 

テーマ（        ） テーマ（        ） 

キャッチフレーズシート 

これは 

重要！ 

この表現が

いい！ 

（考えるスペース） 
メモしたり、紙を貼ったり 
好きに使ってください 


